
OpenText
Core Application Security
－ セキュリティ検査を止めない運用へ－

セキュリティリスクの可視化
   ＝手間とコストがかかるもの

だとあきらめていませんか？

例えば…

専門マシンの導入

環境を構築するだけで
時間・コストが膨らむ

インターネット接続
のみですぐに運用開始

学習不要で

すぐに運用可能

セキュリティ専門家の
支援により

属人化せず継続運用

手間とコストを削減し、日常業務の一部として
効果的にセキュリティリスクを可視化します！

OpenText Core Application Security 
なら解決できます！

社員のツール学習

使いこなすまでの
学習負荷が大きい

セキュリティ人材の
確保/教育

人材の採用や教育に
時間・コストがかかる

静的・動的・モバイルのセキュリティ検査を
SaaSで一元化し、

誰でもすぐに始められて継続できる基盤です。



※本リーフレット中の会社名、商品名は各社の商標、または登録商標です。 ※本文中および図中では、TMマーク、®マークは表記しておりません。 ※製品の仕様は、改良のため、
予告なく変更する場合があります。 ※本製品を輸出される場合には、外国為替及び外国貿易法ならびに米国の輸出管理関連法規などの規制をご確認のうえ、必要な手続きをお取
りください。なお、ご不明な場合は、当社担当営業にお問い合わせください。 ※本リーフレット中の情報は、作成時点のものです。

本リーフレット掲載商品・サービスの詳細情報

www.hitachi-solutions.co.jp/microfocus-enterprise/#a_fortify

・OpenText Core Application Securityは、「評価ユニット(Assessment Unit)」を購入し、
検査内容に応じた評価ユニットを消費することで利用可能となります。

・1評価ユニットあたり、¥180,000となります。

OpenText Core Application Security が選ばれる理由

参考価格

環境構築不要で即日開始しセキュリティ運用をすぐに立ち上げ

専用マシンや環境構築は不要。インターネット接続のみで、即日セキュリ
ティ運用を開始。
セキュリティエキスパートによる手動でのレビューに加え、専任チームが
24時間365日体制でサポート。

人に依らず組織として判断可能

検査結果はダッシュボードで一元管理。
個人の経験に頼らず、組織としてリスクを把握可能。

ポリシーに従った評価で、非エンジニアに説明できる可視化

組織のセキュリティポリシーに準拠して、合格/不合格を判定。

各アプリケーションの脆弱性を5段階で評価。

継続的なリスク可視化を運用に定着

SaaS型サービスと専門チームの支援により、日常業務の一部として
継続的なセキュリティ検査（静的・動的・モバイル）を実現。

国内外での豊富な実績

・脆弱性のコードテストに最長1週間を要していたが、静的スキャン完了ま
でわずか6時間に。

・誤検知を簡単に抑止できることで、誤検出アラートの数が大幅減少。

・セキュリティテストを手軽な日常業務の一部に。

C社の事例：
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